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Abstract 

Rarotonga is a sma11 island in cen甘a1 Polyn回iahaving the circ凹nfe悶lce of approxima旬ly 32 km, The 

high田t peak is 652 m above sea level and a reef 盟at extends sev町a1 hun命'ed meter 旬白e 問:ef 血at 白血

slop国 ste唱ply to deep wa伽 surrounds the island, Raroωnga is d聞sely covered wi由 ajung1e of fems, 
C問ep悶 andω，wering 仕田s， Karekare Swamp 担 Matabera， loca陪d 泊白e nor也闘st of 血e isl阻d is a back 

sw，阻p. We obtained a 340-cm sedint阻t core at the site of 也e swamp (210 12' 57.5"S, 1590 44' 23.1明)
using a hand aug'ぽ臨時lぽ~ The core sedintents w田'e divided 血ω 也ree layers, i.e. sandy peat 企omOω90

cm, undegraded p回t 企om 90ω250 cm，姐d dark brown peat 企om 250 to 340 cm in depth. This papぽ

preserr胞 r田叫ts ofpollen 阻a1ysisand AMS radioc町bonC4C) dating on 血.ecored sedint四個.

Eig11t 14C d羽田 obta血ed 企om ch紅回叫組d pla且t 企agments in，也国防白at cored sedintents cover 也.e p出t

6000 y'回路. Arecaceae pollen grains 紅e dominant in all of the sedintents. While Barringtonia pollen 

decreases rapidly in 世le u即位P紅t. The app闘ranceratio of Pandan山 poll阻 ishigh in 世田 lowぽ Pぽt，but it 

decreases rapidly in upper 1ayers. The aPI珂訂卸lceratio of h<町baceous pl組胞 suchas PO郁朗S 組dCyp町田開S

is remarkable in the uppぽ lay悶. Consid釘mg 白紙 Ba肘'ngtonia 組d Pandanus grow in 由.e hirr伽1姐d，

decrease in Barringtonia 姐d Pandanus 皿d increas白血 h釘ba田町us pl阻胞 su毘田t a dis旬rb組問 of 也e

hinterl組d vegetation. The appear四回 ofChenopodiaceae pollen of upland weeds and cuαrrbi旬団関叩d

V�gna pollen grains of cultiva旬d pl組包 sugges包 de五回白岡田s ofhum皿ityupper 130αn. The appe置祖国

ratios of Pandan凶 pollenand monolate 旬開 femsp田宮 showthe incre渇sein 157ω147 cm. The radiocarbon 

age indica回 about 3700 BP. Judging from 血e incr，回seof Pandanus pollen and monolate 旬pe fem spore, 
由1S r田叫t sugges旬 h町田且 activities. Hence huma且 settled 血Raroωnga at about 3700 BP, which is 

considerably older也組曲at ofse副田nent担問蜘mPolyn田ianobtained before. 

K句lWOl泊:pollen analysis; vegetation change; human impact; human migratio即';radiocarbon age 



151－  －

名古屋大学加速器質量分析計業績報告書， XXIV, 2013003 

はじめに

メラネシアから西ポリネシアを経て、東ポリネシアへの人類拡散に関する研究は、言語の類縁関

係 (Bellwood， 1979 ; Marck, 1996) ・遺伝子解析 (Murray-McIntoshet alo , 1998 ; Kayser et al. , 2006) ・

考古学的研究 (Sinoto， 1968) など多く視点から論議されているが、西ポリネシアから東ポリネシア

への人類移動については未だ意見の一致を得ていないのが現状である。この中で人工遺物を扱う考

古学的データが優先される傾向があり(印東、 2012) 、人類は AD800~1∞0 ごろにマルケサス諸島

へ到達したと言われている (S也oto， 1968)。メラネシアからポリネシアへの人類の壮大な移動に関

し、サモア、トンガなどの西ポリネシアからクック、マルケサス、タヒチなどの東ポリネシアへの

初期居住の時期の大きなギャップの謎は、多くの研究者の興味を引いてきた(森脇、 2008)。した

がって，西ポリネシアから東ポリネシアの入り口にあるクック諸島は、東ポリネシアへの人類移動

時期のギャップの解明には好適かつ重要な場所であるといえる。

南太平洋島唄地域における自然環境変動と人類移動に関する研究は、これまで多くの研究者によ

って論議されてきた白羽n， 1990 ・ 1992 ; Kirch 血d ElIison, 1994 ; Nunn, 1997 など)0 Irwin (1992) 

は、航海的な分析から東ポリネシアには 3000 BP にすでに到着していたと指摘している。 El1ison

(1 994) やKirch (1996) は、クック諸島のマンガイア島での花粉分析や炭化物の分析から、約 2000

BP において人為的な森林破壊を報告した。また Sinoto (1 970) はソシエテ諸島・マルケサス諸島

で 2000 ca1 BP に考古学的痕跡を確認している。しかし、 Spriggsand Anderson (1 993) は東ポリネシ

アにおいて AD300~600 以前に人類定住の実証は全くないと述べている。このように花粉分析など

の年代と考古学資料の年代のずれがよく見られる(印東、 2012)。今回、高分解能な花粉分析と放

射性炭素(14c) 年代測定により人類による植生改変から新たに人類到達年代を検証することを目的

として、 2009 年 8 月にクック諸島ラロトンガ島の東岸にあるカレカレ湿原内の南緯 21 度 12 分 57.5

秒、西経 159 度 44 分 23.1 秒において 400cm の堆積物を採取した (Fi別re 1)。本稿では、これらの

予察的結果を報告する。

調査地域の概観とコア試料

ラロトンガ島は、サンゴ礁に固まれた周囲 32皿、海抜 652m の火山島である。内陸部は深い森

に覆われ、人類の移動に伴って入ってきた外来種があるが、固有動植物も多い。 M町lin (1 985) は、

ラロトンガ島の植生を、1) Homalium 属(ヤナギ科)の山林、 2) Fagraea 属(リンドウ科)ーFitchia

属(キク科)の尾根林、 3) Metrosideros 属(フトモモ科)の雲霧林の 3 つに分けている。

今回の調査地点であるカレカレ湿原周辺にはゴパンノアシ (Balγingtonia 国iatica) 、アダンの仲間

Pandanus tectori師、オオパマボウ (Hibisc山由・liac四s) 、ヤシなどが生育し、湿原内にはイネ科やカ

ヤツリグサ科の草本植物が繁茂している。この中で Pandanus tectorius は初期ポリネシア人が持ち込

んだ外来種の可能性があるが、詳細は不明である。

採取したコア試料は、深度 0~137 cm が暗灰色粘土質泥炭、深度 137~170cm が暗褐色未分解

泥炭、深度 200~350 cm が樹木片を多く含む案褐色未分解泥炭、深度 350~370 cm が暗灰色粘土、

深度 370~400cm が赤褐色粘土であった (Fi伊re2) 。



152－  －

名古屋大学加速器質量分析計業績報告書. XXIV. 2013.03 

sω・

v加uatu 、 Fij~
'σγ 

H 
N,w 

Calcdonia 

P<lnrhyn>l' 

-、
Hawaii 。

North Pacific Ocean 

口ち FLm
Cook 胎lands

SOllth P制自iC OcC aJl

Rah山創唱"
I'¥Jkapuka 
< 

'N.鈎U

Suwaπ酬争

P剖間町+

'" 

"M訓h ， k，

N町themGr飢'P

Southcrn Group 

AUUlaki 
ιM抑刷

、 Miti川崎 3~m
Takutea. . ー

A川 '
M細川

..跡内"自
Rarotonga Is1and 

一 一 "叩aW165" L....--.....I WIωー Wl59 材

Figure 1 Location maps (after Wikipedia). 

365::!:::25 

640::t20 OP 
680:t25 BP 

2795:t:25 

3740ot30 BP 
3745::t15 BP 

3990ot30 ßP一一

4825::t25 

5240ot30 

口d耐a帥ホ伽肺伽o刷…、

図d耐ar帥r此k 肘刷伽川。伽M、附m 山叫世叫島叩叫at

翻帥伽刷伽山o肌川‘附m附(∞刷…t

口d叫U伊例例即叩a持町削刷y円州' C廿clay

.r叫ω…1山y

Figure 2 Stratigraphic columns 企'OIDof Karekare Swamp in Rarotonga. 



153－  －

名古屋大学加速器質量分析計業績報告書， XXIV, 2013003 

分析方法

14C 年代は、深度 60、 130、 132、 137、 140、 200、 315、 340cm から採取した炭化木片または植物

片を試料として、加速器質量分析 (AMS) 法によって測定した。まず、試料に酸ーアルカリー酸 (AAA)

処理を施し乾燥させた後、酸化銅と共に石英管に真空封入して、約 2 時間 850"Cに加熱した。生じ

たガスを真空ライン中で精製して三酸化炭素 (C02) を抽出し、Kitagawaet alo (1 993) の水素還元

法によってグラファイト・ターゲットを作製した。このターゲットについて、名古屋大学のHVEE 社

製のタンデトロン加速器質量分析計 (N紘旭川aet alo, 2004) を用いて14C濃度を測定した。一部の試

料は、 AAA処理した後、(株)加速器質量分析研究所に送付し、同社によるグラファイト化、 14C-AMS

専用装置 (NEC社製)による14C濃度測定を行った。どちらも 14C 濃度の標準体にNISTシュウ酸Hoxll

を用い、グラファイト粉末をパックグラウンド試料とした。なお、試料のÔ13C (PDB) は、 AMS装

置により求め、同位体分別効果を補正した。

花粉分析は、約10cm間隔で処理した。まず、試料に水酸化カリウム処理、塩化亜鉛比重分離処

理、アセトリシス処理を施し、得られた残溢をエタノールシリーズ (30、 60、 80、 9905%) で脱水

し、その後キシレンに置換して、オイキットにて封入した。このプレパラートを光学顕微鏡観察用

とした。電子顕微鏡用試料は、 2%四酸化オスミウム溶液で固定と導電染色を行い、エタノールシ

リーズ (60% 、 80%、 995%) で脱水をし、キシレンに置換し、試料台上にて自然乾燥させ、金ノ屯

ラジウム合金を5分間蒸着させた。写真撮影には日本電子JSM-6300F (国際日本文化研究センター所

有)を使用し、加速電圧4kvで行った。なお、 350 cmf.(深からは化石花粉を抽出できなかった。

結果と考察

14C 年代測定および暦年較正の結果を Table 1 に示す。 14C 年代値は Libby の半減期 5568 年を用

いて算出し、測定誤差は l 標準偏差(1σ) で示した。 14C 年代 (BP) は、 IntCa109 のデータセット

(Reimer et al. , 2009) とコンピュータプログラム Calib 丘o (Stuiver 皿d Reimer, 1993 ; Stuiv町 et al., 

2010) を用いて、暦年代(叫 BP) に較正した。得られた年代は、コア試料の層序と矛盾のないも

のであったが、深度 130cm付近で大きな年代差が認められた。

花粉分析では、全層において44種類の化石花粉・胞子を検出した。 それらを樹木花粉 (AP) 、非

樹木花粉 (NAP) 、シダ胞子 (FS) に分けて下記に示し、主要な花粉・胞子化石の変遷図をFi伊re 3 ・

4に示し、走査電子顕微鏡写真をFi別問 5に示す。

AP: Pin凶， C間四nna田ae， Fic山，。也町 M田'aceae， C四tanopsis， Prot回ceae， Elaeocarp悶， M戸旬ceae，

01e田沼'ae， Barringtonia, Apocynaceae, Glochidion, Crtton, other Euphorbiaceae, Malv，出国e，

Wìkstroemia, Gardenia, M，回'saenda， 0也町 Rubiaceae， Eiηthrina， 0出町 LagぽS位。回ria， Araliaceae, 

Tristellateia, Rhizophora田ae，Ar田郡沼田， p，仰danus.

NAP: Gr組曲eae， Cype四国民 Urtica， Cheno句回di叫回e， Vi;伊a， Cardiospermum， 伽agr，田eae， Cuc'町bi胞C国民

Umbel1ifi町民 Epilobium， Pharbitお， ValerÍ田部eae， Campan叫即eae， Artemisia， 。血町 Compositae，

Nymphaeaceae. 

FS: monolete 旬peFS，位ile旬旬peFS.
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Table 1 Res叫臼 ofAMS 14Cda出g.
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Figure 3 Arboreal pollen diagram for Karekar官 SwampinR紅otonga.
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Figure 4 Non-紅horealpollen diagram for Karekare Swamp in Rarotonga 

Figure 5 SEM micropho旬graphsof the fossil pollen found 企omKarekare Swamp in Rarotonga 

Scale bars are 10μm.l・2:Balアingtonia，3: Erythrina, 4-5: Malvaceae, 6・7: Arecaceae, 

8: 甘ilete 勿pefemspore

樹木花粉ではサガリパナ属とヤシ科、タコノキ属花粉が優占する。サガリパナ属は 140cm 以深

では1O~89% と優占するが、 140cm 以浅では O.2~9%に急減する。ヤシ科は全層を通じ 25~80%

で優占する。タコノキ属は最下部で 25%出現するが減少し、散発的に出現するのみとなるが、深度
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147 cm から増加し 25%程度出現するが、上部で再度減少する。モクマオウ科は 130cm以浅のみで

出現し、フトモモ科は 200cm以深のみで出現している。デイゴ属は深度 250cm付近と深度 130~

50cm で 2~9% とやや多く出現するが、その他の深度では散発的に出現するのみである。その他の

花粉は全層を通じ低率で出現するか、散発的に出現するのみである。非樹木花粉ではイネ科、カヤ

ツリグサ科、単条溝型シダ胞子と三条溝型シダ胞子が優占する。イネ科とカヤツリグサ科は深度 220

cm付近から微増し、深度 130cm から急増する。単条溝型シダ胞子は深度 220 cm から微増し、深

度 157cm から急増する。アカザ科、アズキ属、ウリ科などは 130cm 以浅のみで出現する。またア

カパナ科、キク科、スイレン科は上部でやや多い傾向を示す。その他の花粉は散発的に出現するの

みである。深度 137cm でのサガリパナ属の急減と深度 130cm でのイネ科・カヤツリグサ科の急増、

さらに 130cm 以浅での畑作亜雑草のアカザ科や栽培植物由来と考えられるウリ科やアズキ属など

の出現することから、約 680 BP には確実な人類の痕跡が見られた。現在、ゴパンノアシ(サガリ

パナ属)が沿岸部に優占していることを考慮すると、ゴパンノアシ林が破壊され、その跡にイネ科

やカヤツリグサ科、シダ類の草本、そして P. tecωnus が侵入し草地が広がったとみられる。

おわりに

マンガイア島での花粉分析で、Kirchand Ellison (1 994) とKirch (1996) は、 2500~1800 BP に起

こった Fi，叫y (イチジク属)や Pal血卸(ヤシ科)などの減少と、その後の P. t，町torius、 Cycloso間

interruptus ( ヒメシダ属)と Dicranopteris linea泊(コシダ)の増加に着目し、これをポリネシア人

のマンガイア島での定住と関連があるとしている。本研究においても、深度 157 cm から単条溝シ

ダ胞子が、深度 147 cm からタコノキ属が増加している。これを人為的な植生変化と考えると、約

3700 BP にはポリネシア人がラロトンガ島へ定住した可能性が出てくる。今後はさらに細かく花粉

分析と年代測定を行い、古ポリネシア人が本島へ到達した時期について論議する予定である。
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研究代表者:森脇広;課題名:新学術領域研究(研究領域提案型)、課題名:年縞堆積物による

環太平洋諸文明の高精度環境史復元、課題番号: 21101002、研究代表者:米延仁志)の一部を使用
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要旨

南太平洋のクック諸島のラロトンガ島は、サンゴ礁に固まれた周囲32km、海抜 652mの火山島

である。ラロトンガ島北東部に位置するカレカレ湿原において400cmの堆積物を採取し花粉分析を

行った。樹木花粉ではサガリパナ属、ヤシ科、タコノキ属花粉が優占し、非樹木花粉ではイネ科、

カヤツリグサ科、単条溝型シダ胞子、三条溝型シダ胞子が優占する。サガリパナ属の急減とイネ科・

カヤツリグサ科の急増、さらに畑作亜雑草のアカザ科や栽培植物由来と考えられるウリ科やアズキ

属などの出現から、約680BPに確実な人類の痕跡が見られた。現在、ゴパンノアシ(サガリパナ属)

が沿岸部に優占していることを考慮すると、ゴパンノアシ林が破壊され、その跡にイネ科やカヤツ

リグサ科、シダ類の草本や'P. tectoriusが侵入し、草地が広がったとみられる。また約3700 BPあたり

でタコノキ属と単条溝シダ胞子の増加がみられる。これを人為的な植生変化と考えると、ポリネシ

ア人がこの時期にラロトンガ島に定住した可能性がある。




